


私達生徒10名は、2名の先生に引率され、
本校SSH海外研修として、昨年7月15日から
21日の一週間、カナダのアルバータ州を訪
れました。目的は、化石と氷河についての現
地研修でした。化石についての学習では、
世界最大の化石博物館であるロイヤルティ
レル古生物学博物館での研修を受けました。
氷河についての学習では、ジャスパー国立
公園内のアサバスカ氷河を訪れ、その氷河
上で気温などの測定実習を行いました。

研修概要



化石は古代生物を知るための重要な手が
かりであり、彼らが生きた時代について我々
に多くを語りかけることを学びました。また、
アサバスカ氷河を実際に歩くことで、地球が
今や危機にひんしていることも肌で感じ取り
ました。夏季の雪解け量が冬季の積雪量を
上回り、氷河が年々減少していることに衝撃
を受けたのです。
今回の研修は、地球環境について考える

貴重な機会となり、地球を救う手立てをこうじ
なければとの思いを新にしました。









●一日目
カナダに入国後、ドラムヘラーへ

その途中、ホースシュー渓谷見学



●二日目

ロイヤルティレル古生物学博物館にて研修

博物館内の見学と二つの教育プログラムに参加

←J・B・ティレル

ロイヤルティレル古生物学博物
館創設者



午前のプログラム
(化石発掘の疑似体験)



←炎天下の下、無心に
なって化石を発掘して
います！

無我夢中で発掘中→



午後のプログラム
（バッドランドの地層研修）



散策中



↑フードゥ





●三日目
ドラムヘラーからバンフへ



バンフスプリングスネイル



ボーフォール



バンフスプリングスホテル





↑氷河の3D写真を撮って

いる最中

水路を渡っています。
氷河の上は約12℃

↓







エメラルドレイク

エレファントヘッド

インディアンペイントブラシ シンブルベリー




